
J TB杯争奪

第19回　全国選抜小学生アイスホッケーサマー大会

開　催　要　項

1・主　催　一碑財団法人北海道アイスホッケー連盟

株武会社JTB北海道苫小牧支店

2．共　催　苫小牧市教育委員会

3．後　援　公益財団法人日本アイスホッケー連盟、北海道、

（予定）　公益財団法人苫小牧市体育協会

4，主　　管　苫小牧アイスホッケー連盟

5，協　　力　参加チーム所属都道府県連盟

6，開催期日　平成28年7月28日（木）～7月31日（日）

7，開催場所　白鳥王子アイスアリーナ

〒053－0021苫小牧市若草町2丁目4－1　TEL O144－37－7100

8．監督会議　平成28年7月27日（水）18：00～　白鳥王子アイスアリーナ会議室

9，表彰式　平成28年7月31日（日）試合終了後

10，競技規定　（公財）日本アイスホッケー連盟競技規則に順ずる。

※特にフルフェイスマスク、マウスガード、ネックガードの装着に関しては、

怪我防止の観点から不備や未装着のないように注意すること。
11．競鼓方法　トーナメント戦方式による。敗者も順位決定戦を行う。

①決勝戦、3位決定戦、準決勝については、第3ピリオドを終了して同点の

場合は、4日on4方式の5分間の延長（サドンビクトリー方式）を行う。

それでも決しない場合は1名ずつのゲームウイニングショットを行う。

②上記以外の賦合は、第3ピリオド終了し同点の場合は、3名ずつのゲーム

ウイニングショットを行。それでもけっしない場合は1名ずつのサドン

ビクトリー方式のゲームウイニングショットを行う。

12．競技時間1ピリオド旺味15分、休憩10分の3ピリオドを行う。

＊ペナルティータイムは正規の時間とする。
藻タイムアウトはとれない。

13，参加資格　（1i）平成28年度（公財）日本アイスホッケー連盟に登録されているチーム

の役員選手とする。

（却前年度参加した都道府県選抜チーム9チームとする。

なお、前年度参加選抜9チームに満たなかった場合のみ新規選抜チームの補

充をする場合もある。

14“参加制限　選手登録数は、制限なし。ベンチにはいる選手は、GK1－2名、プレーヤー

10名～20名とする。

15，組合せ　抽選は主管連盟にて厳正に行う。

（前年度優勝“準優勝チームはシードとする）
16，表　　彰　優勝、準優勝、第3位は賞状、トロフィー、メダル

第4！位は賞状、トロフィー



17，参加料　1チーム30，000円を下記の口座へ6月30日（木）まで振込むこと。

振込み口座

苫小牧信用金庫　本店　　普通預金　0739168

苫小牧アイスホッケー連盟　会長　石橋　弘次（いしばし　ひろつぐ）

18，参加申込方法と締切り期日

①（－財）北海道アイスホッケー連盟ホームページ「ダウンロードファイル一

覧日よりダウンロードし、必要事項を入力後、下記の2箇所へ電子メールにて

送信すること。

②寄加申込用電子データ一に入力後、プリントアウトし、捺印の上、下記の

2箇所へ郵送すること。

＜主催＞（一財）北海道アイスホッケー連盟

〒062－0905　札幌市豊平区豊平5条11丁目十1

北海道立総合体育センター内

丁軋011÷788－2811　FAX Ol1－788－2812　E－Mai上hihf＠star．ocn．ne，jp

＜主管〃大会事務局＞苫小牧アイスホッケー連盟

〒053－0範2　苫小牧市表町3丁目2－13

王子不動産第2ビル　4F

TELO144－34－7601　FAXO144－・35－1611E－Maii：tihf＠amaiI．piaia．or，jp

※必ず①と②の両方の手続きを行うこと。

③葺加締切　平成28年6月30日（木）

締切日までに、選手選考が出来ないチームは、参加料のみ振込し大会事務局

へ連絡すること。

なお、選手決定は、プログラム作成のため、大会2週間前までとする。

※公式練習は、1時間（10，000円）で有料。

19，その他

（1）各チームで必ずスポーツ安全保険等傷害保険に加入すること。

（2）選手“役貝等の移動及び本大会における事故、負傷、盗難等については、本

連盟は一切の責任を負わない。各チームが責任をもって予め対処すること。

（3）個人情報および肖像権に関して、以下のように取り扱う。

①主催者は．．個人情報の保護に関する法律および関連法令等を順守し個人情報

を取り扱う（，なお、参加申込書等より取得した個人情報は、大会の資格審査、

プログラム編成及び結果（記録）発表、公式ホームページその他競技運営及び

アイスホッケー競技に必要な連絡等に利用する。

②本大会は．，テレビ放送及びインターネット上で動画配信を行うことがある。

③大会の映像“写真“記事“競技結果（記録）等は、主催者および主催者が承認

した第三者が大会運営及び宣伝等の目的で、大会プログラム“ポスター等の宣伝

材料、テレt三。ラジオ“新聞“雑諒。インターネット等の媒体に掲載することが

ある。

④その他、珪催者の許可に基づき、記念写真等が販売されることがある。

⑤大会の映像。写真は、主催者の許可なく第三者がこれを使用すること（イン

タ「ネット上において画像や動画を配信することを含む）を禁止する。

⑥轟加申込踵の提出により、上記取り扱いに関する承諾を得たものとして対応

する。


